
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は「進路だより」として「縁～ENISHI～」を発行します。いろいろな人や学校とのご縁があって進路を

決定していく、というところから考えました。入試に関する大切なお知らせも多く含まれますので、必ず生徒、保

護者のみなさんに読んでいただければと思います。１年間よろしくお願いします。 

 

▼１年間の流れ▼ 

４月 １９日（木）保護者会 

５月 第１回進路希望調査 

６月  

７月 
第２回進路希望調査 

夏期休業中 三者面談 

８月 ３０日（木）第１回校長会テスト 

９月 第３回進路希望調査（新聞発表あり） 

１０月 

１０日（水）進路保護者会 

調査書の確認 

２５日（木）第２回校長会テスト 

１１月 
第４回進路希望調査（新聞発表あり） 

三者面談 

１２月 

私立受験の面談（個人で） 

１７日（月）進路保護者会 

２１日（水）確認書配布 

１月 
９日（水）第３回校長会テスト 

県立受検の面談（個人で） 

２月 

１８日（月）、１９日（火）入学願書の提出 

２１日（木）、２２日（金）志願先変更期間 

２８日（木）学力検査 

３月 

１日（金）実技検査、面接 

８日（金）入学許可候補者発表 

欠員補充 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年４月１９日第１号  
    志木市立宗岡第二中学校 

面接練習 

縁～ENISHI～ 

 
 



一昨年から始まった公立受検の変更点 

○社会と理科が５０分に。（１０分拡大） 

○英語と数学の出題内容を改善（取り組みやすい問題の比率を増やす／一部応用的な問題を含む「学校選択問題」

の実施〔昨年は、浦和、浦和一女、浦和西、大宮、市立浦和、川越、川越女子、所沢、所沢北、和光国際、蕨高

校など計２０校が学校選択問題を採用しています。〕 

○公立高校では・・・ 

学力検査と調査書を中心に選抜が行われます。各学校によって重視する部分が違い、面接の有無等も違います。

県のホームページでも７月以降に確認することができます。 

○私立高校では・・・ 

受験のスタイル 

① 願推薦（A推薦、推薦Ⅰ、単願）  

②併願可能な推薦（B推薦、推薦Ⅱ、併願）  

③一般 

推薦の仕方学校推薦・自己推薦・保護者推薦などがあります。  

 

公立（国立、県立、市立）高校  私立高校  

受検機会は、１回 。 ・５教科の学力検査 。 

・面接は各学校の選択実施 。 芸術系・体育系の

学科、コースは実技検査あり。  

・調査書の内容は各学校の基準にしたがって項目ご 

とに点数化される 。 

・学力検査、調査書、面接・実技検査の点数の合計

で選抜を行う。  

・基本的に埼玉県民は、埼玉県にある学校しか受け

られない。 ・合格したら必ず通うことになる。 

・入試日は、１月後半に複数設ける 学校が多い（２

月以降もある）  

・入試ごとに、その高校を第一志望とする単願と 

それ以外の併願との区別を明確にしている。  

・単願、併願とも３教科の学科試験と面接を実施す

る学校が多い。 ・推薦入試と一般入試がある。  

・各学校で、推薦の目安を設ける学校が多い。  

・日本全国の私立を複数受検することができる。 

（ただし、受験日がかぶらなければ）  

・合格しても、変更可能である。  

 

☆これから生徒のみんなが取り組むこと 

〔学習〕 ①授業をしっかり受ける。   ②学習の習慣を身につけ、家庭学習を積み重ねる。  

 ③学校生活をしっかり過ごす。 ④規則正しい生活をする。夜更かしをしない。 

 ⑤１，２年の復習をし、基礎からやる。間違った問題を繰り返し解き、自分のつまずきをはっきりさ

せる。間違った問題を繰り返し解き、不得意なところを減らす。 

⑥得意科目を伸ばす。    

 

〔進路〕 ①卒業後の進路を考える 

②上級学校の授業や特色等について、くわしく調べる。 

     ③ホームページや情報誌などで日時等を確認し、計画を立て、高校の体験入学や文化祭、学校（入試）

説明会に参加する。（時期が早くなっている傾向にあります。） 

     公立の説明会に多いですが、参加する場合、事前に中学校から予約しなければいけない場合がありま

す。担任の先生に相談してください。    

 

授業・家庭学習・落ち着いた生活 

情報収集・足を運ぶ・計画を立てて実行 

過去の問題に取り組む 



保護者の皆様へ 

３年生には義務教育修了の節目としての進路選択が控えており、保護者の皆さんとしても不安で心配な１年とな

るでしょう。この時期の、・自我の発達により反抗的になる、・情緒が不安定になってくる、という子どもの心理的

特徴を理解し、子どもと根気強く、粘り強く接していくことが必要でしょう。 

・親子でよく話し合う  

・生き方を考えさせる  

・落ち着いた生活環境と健康的な生活  

・一緒に足を運ぶ（私立など）、一緒に考える 

保護者の方もお子様も、ひとりではありません。同じような悩みを持っていたりする人もいれば、応援している

人たちもたくさんいます。 

何か相談事等がございましたら、遠慮せず、担任等にご相談ください。 

 

参考資料１）昨年度の本校の進路状況 

県公立全日制 県内私立 県外私立

学校名 科 人数 学校名 科 人数 学校名 人数 学校名 人数

朝霞西 普通 6 南稜 普通 1 秋草学園 2
早稲田大学
高等学院

1

浦和北 普通 4 新座総合技術 服飾デザイン 1 浦和学院 1
大東文化大学
第一

2

浦和工業 電気 1 食物調理 1 浦和麗明 1
東京家政大学
附属女子

1

設備システム 1 新座柳瀬 普通 3 川越東 2 日本大学豊山 1

浦和西 普通 2 富士見 普通 14 埼玉栄 1
日本大学豊山
女子

1

川口 普通 1 松伏 音楽 1 埼玉平成 2 中央大学附属 1

川口北 普通 1 松山女子 普通 1 昌平 1 北海 1

川越 普通 1 和光 普通 3 星野（女子部） 2 通信制　私立

川越工業 電気 1 和光国際 普通 3 細田学園 6
クラーク記念
国際

1

川越総合 総合 1 川口市立 普通 1 山村学園 1 中央国際 1

川越初雁 普通 1 普通 5 山村国際 1
ヒューマン
キャンパス

1

川越南 普通 1 情報 1 立教新座 1 北海道芸術 1

坂戸 普通 1 県公立定時制 松栄学園 1

志木 普通 15 学校名 人数 ＮＨＫ学園 1

常盤 看護 1 大宮中央 1

所沢 普通 1 戸田翔陽 Ⅱ部 1

所沢北 普通 1 Ⅲ部 2

県外公立（定時制）

都立荻窪 Ⅱ部 1

北海道日高 1

川越市立
川越

公立

私立

公立進学予定者 ８３名

（７０％）

私立進学予定者 ３５名

（３０％）

 


